
　第２次羽生市まち・ひと・しごと創生総合戦略 

令和６年度評価について 

 

１　趣　旨 

第２次羽生市まち・ひと・しごと創生総合戦略を検証し着実な実現を図るため、その進行

管理として評価を実施するもの 

 

２　対　象 

第２次羽生市まち・ひと・しごと創生総合戦略に位置付けている４つの基本目標に基づく

基本指標、１２の基本施策に基づくＫＰＩ（重要業績評価指標）及び取組 

 

３　基準日 

　令和７年３月３１日 

 

４　実施概要 

①　４つの基本目標に設定した「基本指標」の達成度に関する評価 

①　１２の基本施策に設定した「KPI」の達成度に関する評価 

②　計画期間中の取組（令和２～６年度）に関する評価 

③　第３次羽生市まち・ひと・しごと創生総合戦略における今後の取組（令和７年度） 

 

 

５　基本指標の達成度に関する評価（全１０項目） 

　【参考】平均達成率：144.3％ 

 

６　KＰＩの達成度に関する評価（全３０項目） 

【参考】平均達成率：71％ 

 

 

 評価 評価基準 該当項目数

 S 100％を超える達成率 ５

 A 90％以上 100％以下の達成率 １

 B ７５％以上 90％未満の達成率 １

 C ７５％未満の達成率 ３

 D 評価不能 ０

 評価 評価基準 該当項目数

 S 100％を超える達成率 ５

 A 90％以上 100％以下の達成率 ５

 B ７５％以上 90％未満の達成率 ６

 C ７５％未満の達成率 １３

 D 評価不能 １



７　計画期間中の取組に関する評価（全７８項目） 

【参考】定性的な評価であり、達成率は算出不可 

 

 

８　総括 

　計画期間中、新型コロナウイルス感染症の影響を受けたこともあり、十分に効果が発揮

できなかった取組が散見されるが、企業立地件数（２４６．７％）、ふるさと納税の寄附件数

（４９３．５％）といった目標指標の達成率が高いことから、雇用の創出に加え、本市の認知

度向上や関係人口の創出等に一定の効果があったものと推察される。 

併せて、土地区画整理事業の推進等により、住宅や生活環境の整備が進み、転入促進

に好影響をもたらした成果として、「人口の社会増加数」が目標指標を大きく上回る結果

（１６８．７％）となった。 

反面、合計特殊出生率は低い達成率（５０．６％）が継続しており、本市における人口推

移の傾向である「自然減」「社会増」という構造に変化がもたらされたとは言い難い。 

　後継計画である、第３次総合戦略は現計画の内容を継承しつつも、本市の課題や社会

情勢等を踏まえた内容となっているが、引き続き、国や県の動向に注視し、本市にとって最

適な取組等を検証した上で、適宜改善を図っていく必要がある。

 評価 評価基準（取組予定に対して） 該当項目数

 S 100％を超える達成率 ３

 A 90％以上 100％以下の達成率 ４0

 B ７５％以上 90％未満の達成率 ２5

 C ７５％未満の達成率 9

 D 評価不能 １


